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やお・かしわら
　環山楼は享保年間（江戸時代中期）、八
尾寺内村の豪商であった石田利清が設け
た庶民のための私塾である。当時は幕府
の奨励もあって儒学熱は広く庶民にまで及
び、河内周辺でも懐徳堂や含翠堂など町
人のための私塾が相次いで開設された。
享保12年（1727）、当代一流の儒学者で
あった伊藤東涯が含翠堂に来講したおり
八尾を訪れ、利清の別荘で講義したのが

塔屋の時計台が外観を特徴づけており、
建設当時としては先駆的な意匠であったこ
とがうかがえる。改築復元を行い、昭和58
年に創立者である谷岡登の遺徳をしのぶ
谷岡記念館として生まれ変わり、現在、1階
は学園資料室、2・3階は商業史博物館とし
て一般に公開されている。
　外観及び内部の意匠にすぐれ、「造形の
規範となる」ことから、谷岡記念館は平成
12年10月、東大阪市で初めて国の登録有
形文化財となる。　　　　　  （仙入　洋）

東大阪
　谷岡記念館は、昭和9年の室戸台風によ
り倒壊した大阪城東商業学校(現大阪商業
大学)の木造校舎に代わり、昭和10年12月
に竣工した鉄筋コンクリート造の4階建校
舎である。設計は早稲田大学の清水先生
と福田兵次郎氏、施工は大阪城天守閣を
設計した波江悌夫氏が担当した。白い箱
(完成当時は白亜の殿堂と評されたらしい)
に穿たれたアーチ窓と上部円窓、階段室
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所在地：豊中市曽根西町 4 丁目
最寄駅：阪急宝塚線・「曽根駅」
敷地面積：約 3000 ㎡
建屋：木造 2 階建、延床面積約 500 ㎡
現在は非公開、グループ等での見学申込みには市教育委員会との事前調整が必要。

所在地：東大阪市御厨栄町 4 丁目 1 番 10 号
最寄駅：近鉄奈良線 河内小阪駅下車 徒歩 5 分
開館時間：10：00 〜 16：30
休館日：日曜日・祝日・創立記念日（2月15日）、年末年始、大学の休暇中
入館料 ：無料　TEL：06-6781-0384　FAX：06-6787-3002

所在地：八尾市本町 1-1-65（八尾小学校正門横）
最寄駅：近鉄大阪線 八尾駅下車 南へ徒歩約 10 分
見学：毎週水・土曜日及び祝日（3 〜 11 月） 
　　　10：00 〜 16：00　無料
問合せ：八尾市教育委員会文化財課 Tel.072-924-8555

所在地：南河内郡太子町大字山田 1797
概要：主屋/W造1F 135.4㎡ 江戸末期、離れ/W造1F 52.2㎡ 大正初年
修復：2004 年 3 月
最寄駅：近鉄南大阪線上ノ太子駅または長野線喜志駅より金剛バス六枚橋停留所下車徒歩約15分
問合せ： 太子町 Tel.0721-98-5534

北摂
　豊中市の指定史跡「原田城跡」は北摂各地
にある中世城郭の一つであるが、現地には「土
塁」の他は往時の姿はない。しかしその地に昭
和12年頃建築の近代郊外住宅が昭和モダニ
ズムの雰囲気を今に伝えて現存している。
　屋根は和瓦だが、外壁は大壁造りで軒周り
や開口部に洋風の工夫が見られる。内部の座
敷周りは和式だが、応接室はアールデコ調、
食堂は当時としては珍しいテーブル使用のデ

ザインで台所との間にハッチを備えている。保
存状態も良好で、当時の生活用具類も数多く
残されている。近年敷地共々豊中市の所有物
となり、その保存と活用について市民の注目
を集めている。3月の一般公開には三百人を
超える見学者があった。それらを受けて、有志
市民の会が、市との協働スタイルによる歴史
と文化の活動を目指し、本格的な「会結成」を
予定している。これらの現状紹介のロビー展
が9月21日〜10月2日市役所第二庁舎で催さ
れる。請うご来場。 　　　　　     （山田廣次）

機縁となり、以後この別荘が私塾として使
用されるようになった。東涯は周囲に山を
巡らせた景勝の地に立つ学舎を「環山楼」
と名付け、扁額と「環山楼記」という一文を
贈っている。およそ半世紀にわたり八尾を
はじめ近郷の学問の拠点として重要な位
置を占めていた。現在、市立八尾小学校の
敷地内に移築されている遺構は、昭和56
年より1年をかけて解体修理され、ほぼ創
建当時の姿に復元されたものである。八尾
市指定有形文化財。　　　　 （新田俊明）

南河内
　我が国最古の国道といわれる竹内街道は613年
難波から大和に至る大道として整備され（日本書
紀）、仏教や大陸文化が飛鳥の都にもたらされた。
その後、大阪〜奈良間に鉄道が開通する昭和初期
まで、経済や宗教の道として大いに賑わった。
　旧山本家住宅はこの街道に面し、切妻造り茅
葺屋根の両端の妻部分にウダツという白壁を作
り、瓦を載せた特徴的な「大和棟」造りの民家
で、太子町に寄付された。町の施設として使用す

るために修復の予算が組まれ、建築家、NPO、
地元工務店・職人によるプロジェクトが編成さ
れた。伝統的な材料の使用、伝統的な技術の駆
使、茅葺屋根の葺替え、かまどの製作など地域に
おける修復の技術者の育成・確保に対する取組
みなどが成果をあげた好例といえよう。
　主屋は昔の生活の体験学習やイベントに、茅
葺きの離れは会合などに貸出される。
　付近には、街道と太子町の歴史を満喫し、
休憩にもうってつけな竹内街道歴史・資料館

（0721-98-3266）がある。　　  （鶴田晴子）
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